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D 課֎活ಈαϙーτ
1 課○ 外活動団体

　大学教育におけるਓؒ形成はਖ਼課教育をとおして行ΘれることはݴうまでありまͤΜが、学生が
ࣗओ的、ࣗ立的に行うจԽ的、ମ育的な集ஂ活ಈは๛͔な情ૢと݈શな৺を育成するਓؒ形成のう
えで、必要ෆՄܽなのと考えられます。
　学生のօさΜは、ݶられた学生生活のதで、֤ࣗのݸ性と݅等に߹ったஂମにࢀ加することによ
り学生生活はより໌る͘५いのあるのとなることでしΐう。
　ஂମに加ೖしようとする߹は、そのஂମにਃしग़てͩ͘さい。
　以Լのஂମ（令和̒年શ学ެೝஂମ）についての࿈བྷઌ等は学務部ް生課課֎活ಈֻにおਘね͘
ͩさい。

（̍）จԽܥαʔΫϧஂମ（��ஂମ）
京 都 大 学 交 ڹ ָ ஂ

京 都 大 学 ܰ Ի ָ 部

京都大学Իָڀݚ会（ָث部ɾϋイϚーτ߹এஂ）

京 大 ߹ এ ஂ

京 都 大 学 ά Ϧ ー Ϋ ラ ブ

京都アカϖラαーΫル $SB[Z $MFG

京 都 大 学 Ϊ タ ー Ϋ ラ ブ

京都大学 ϚンドϦンΦーέετラ

京 都 大 学 ਧ  ָ ஂ

京 都 大 学 Ϧ ί ー μ ー ಉ  会

京大ެೝܰԻαーΫル &.#(

こ Μ  い と う

ܰ Ի α ー Ϋ ル ;&T4

京 都 大 学 ຽ   གྷ ݚ ڀ 会

"-- 京 都 大 学  ౿ ݚ ڀ 会

京都大学ָαーΫルӥ෩会

京 大 ア ン ϓ ラ ά ド

京都大学エレΫτーンαーΫル ,6&4

& O T F N C M F  3 F F E

& H P J T U J D  % B O D F S T

ܶ ஂ έ ッ ϖ Ω

ө ը จ Խ ݚ ڀ 会

京 都 大 学 γ ω Ϛ ݚ ڀ 会

ઇ ͩ る ま ϓ ϩ

京 都 大 学 ອ ը ݚ ڀ 部

ア χ ϝ ー γ ϣ ン ಉ  会

 ࡞ α ー Ϋ ル ʮ ໊ শ ະ ఆ ʯ

京 大 ඒ 術 部

ಃ 芸 部  ఱ ࢁ ༼

ࣸ ਅ 部

京 都 大 学 ॻ ಓ 部

京 都 大 学 能 ָ 部 ؍ ੈ 会

能 ָ 部 ๅ 生 会

京 都 大 学 能 ָ 部 ۚ ߶ 会

能 ָ 部 ڰ ݴ 会

京 都 大 学 ৺  会

京 都 大 学 མ ޠ ݚ ڀ 会

京 都 大 学 ғ ޟ 部

京 都 大 学 ح 術 ݚ ڀ 会

京 大 ক ع 部

京 都 大 学 ͔ る た 会 ΅ い ら ͊

京都大学デジタルࣸਅαーΫル %JHJˎPIPUPʂ

京 大 短 Վ 会

$ S P T T  4 U J U D I

京 大 ອ τ ϩ ϐ ー

京 都 大 学 ՚ ಓ 部

京都大学ίンτラΫτブϦッジΫラブ

京 都 ண 物 ا ը

京都大学Ϋイζڀݚ会 .VUJVT

京 都 大 学 3P( ݚ ڀ 会

京都大学 4'ɾݬจ学ڀݚ会

། 物  ݚ ڀ 会

ί Ϧ ア ン 学 生 の 集 い

京 大 ྺ ࢙ ݚ ڀ 会

京 都 大 学  ཧ ಉ  会

京 都 大 学 మ ಓ ݚ ڀ 会

京 都 大 学 ఱ จ ಉ  会
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ਮ な 科 学 の 会

生 物 科 学 の 会

ί ϩ ϙ ッ Ϋ ル

京 都 大 学  生 生 物 ݚ ڀ 会

都 市 ެ    ݚ ڀ 会

環 境 α ー Ϋ ル え こ Έ っ と

京 大 機 ց ݚ ڀ 会

& � 4 � 4 �

京都大学エεϖランτڀݚޠ会

京都大学ࣇಐจ学ڀݚ会ɾࢴ෩ધ

京 都 大 学  ༁ α ー Ϋ ル

京 都 大 学 ख  α ー Ϋ ル

( P P E  4 B N B S J U B O  $ M V C

さ い  Μ Ί

現代社会ڀݚ会（#MBDL 3JPU）

ܐ 事 ๏ ݚ ڀ 会

୳ 検 部

༗ 機  ۀ ݚ ڀ 会 NJOPSJ

京都大学ྨەಉ会͖のこ͖͡

京 都 大 学 ࣗ વ  ๏ ݚ ڀ 会

京 大 ϩ ー ό ー ε

 ۀ 交 流 ω ッ τ ϫ ー Ϋ

ఉ ຬ ٤ α ー Ϋ ル བ ָ

京 大 Ϛ イ ί ン Ϋ ラ ブ

京都大学Ώねすこ学生Ϋラブ

京 都 大 学 ਪ ཧ 小 આ ݚ ڀ 会

京 都 大 学 考 ݹ 学 ݚ ڀ 会

ϑ Σ ϛ χ ζ ム ݚ ڀ 会

,6#4 京 都 大 学 ์ 送 局

Ω Ϧ ε τ ऀ 学 生 会

 ॻ ݚ ڀ 会

ݹ య に 学 Ϳ 会

શ 学 学 生 ࣗ ࣏ 会 ಉ 学 会

 部 ߨ ಊ ࿈ བྷ ڠ 議 会

京都大学จԽαーΫル࿈߹会

京都大学11月ࡇશ学࣮行ҕһ会

京 都 大 学 ৽ ฉ 社

生 ڠ 学 生 ҕ һ 会

ΪターΫラブ མڀݚޠ会

機ցڀݚ会 11 月ࡇશ学࣮行ҕһ会能ָ部ݴڰ会
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（̎）ମ育ஂମ
　ମ育ஂମには、ʮମ育会ʯॴଐのஂମとମ育会にॴଐしていないஂମがあります。ମ育会は学生のεϙーπৼڵと
その発展上にΊるととに、ମ育会ॴଐの֤ӡಈ部の૯ׅ部活ಈのԉॿ、ମ育行事の։࠵、Ұൠ学生会һにର
するӡಈ用۩のିしग़しなどの事ۀを行っています。
　ମ育会がҰൠ会һにିしग़すӡಈ用۩は、ٿ、ٿ、όドϛンτン、όレーϘール、εΩー等の用۩やテンτ等
です。これらの用۩をआりたい߹は、ମ育会事務ࣨにਃしࠐΜでͩ͘さい。（T&-ɿ0�5-�5�-25��）

❶ମ育ձॴଐͷӡಈ෦͓ΑͼԠ援 （ஂ���ஂମ）

߹ ؾ ಓ 部 ι ϑ τ テ χ ε 部

ア イ ε ϗ ッ έ ー 部 ι ϑ τ Ϙ ー ル 部

༸ ٷ 部 ମ ૢ 部

アϝϦカンϑッτϘール部  ٿ 部

ډ ߹ ಓ 部 അ 術 部

インドαーϑィン部 உࢠόεέッτϘール部

ΣイτϦϑティンά部 όεέッτϘール部ࢠঁ

カ ψ ー 部 ό ド ϛ ン τ ン 部

ۭ ख ಓ 部 ό ー ϕ ル 部

ٷ ಓ 部 உ ࢠ ό レ ー Ϙ ー ル 部

ά ラ イ μ ー 部 ঁ ࢠ ό レ ー Ϙ ー ル 部

 ಓ 部 ϋ ン ド Ϙ ー ル 部

ߗ ࣜ ఉ ٿ 部 ϑィールドϗッέー部

ߗ ࣜ  ٿ 部 ϑィΪュアεέーτ部

ΰ ル ϑ 部 ϑ Σ ン γ ン ά 部

α イ Ϋ Ϧ ン ά 部 ϑ ッ τ α ル 部 "3I

α ッ カ ー 部 Ϙ  Ϧ ン ά 部

ࢁ ַ 部 Ϙ ー τ 部

ࣗ స ं ڝ ٕ 部 Ϙ Ϋ γ ン ά 部

ࣗ ಈ ं 部 Ϥ ッ τ 部

ॊ ಓ 部 ラ イ ϑ ル ࣹ ܸ 部

४ ߗ ࣜ  ٿ 部 உ ࢠ ラ Ϋ ϩ ε 部

গ ྛ ࣉ ݓ ๏ 部 ঁ ࢠ ラ Ϋ ϩ ε 部

ਫ ӭ 部 ラ ά ビ ー 部

ε Ω ー ڝ ٕ 部  上 ڝ ٕ 部

ε ϐ ー ド ε έ ー τ 部 Ԡ ԉ ஂ

૬  部 ମ 育 会

ラάビー部

ಓ部߹ډ

Ԡԉஂ
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　ମ育会ॴଐӡಈ部の紹介、ೖ部खଓおよびମ育会活ಈ案内等については、ମ育会発行のʮೱ੨ʯ（ೖ学࣌ମ育会
）をࢀরしてͩ͘さい。

❷ମ育ձにॴଐ͍ͯ͠ͳ͍ମ育ஂܥମ（��ஂମ）

京 大 ࢄ ࡦ の 会

京都大学ΦϦエンテーϦンάΫラブ

京都大学ϫンμーϑΥーήル部

京都大学ϑϦーΫライϛンάΫラブ

'3&", （ ߗ ࣜ ఉ ٿ ಉ  会 ）

京 大 , I % % :  , I % 4

' 3 " . &  4 ) 0 T

京 大 ι ϑ τ テ χ ε α ー Ϋ ル

+ 6 4 T  0 6 T

T � $ � T �

εΩーಉ会εϊーύンαー

京 都 大 学  ؾ ٿ 部

࣋ 久  ಉ  会 ͔  ͔ 

ϑ Ϧ ー Ϋ ラ ブ

- ɾ & ɾ %

όレーϘールαーΫル +64TI$&

京都大学ఱ೭࢈߹ᔅಓಉ会

ιϑτϘールಉ会ϓレッγϟーζ

レ Ϟ ン ε カ ッ γ ュ

京大アτドアαーΫル %08/ )I--

ௗ ਓ ؒ 4IPPUJOH 4UBST

ブ ー ϝ ラ ン α ー Ϋ ル ͘

ࣛ ౡ ਆ 流  ಓ 部

京都大学τライアεϩンαーΫルアイアンϚンεΫール

京大カーϦンάαーΫル #SVTI 6P��

 Μ た

α χ ー ϩ ー ド ͪ Ό り ͩ ー

京 大 . B S J O F  4 O P X

ۭ ख ಉ  会

ೈࣜٿಉ会ッドετッΫ

（̏）ͦ ͷଞͷஂମ
˔生ڠ学生ҕһ会
˔学生࣏ࣗ会ಉ学会

˞上هとはผにʮಉ学会ʯを໊るஂମ（ࣗশಉ学会）が学内お
よびۙྡでॺ໊集Ίやק༠、集会へのࢀ加ݺび͔け等をし
ています。このஂମは、京都大学が平成 2� 年 6 月 22 日
示ୈࠂ 5 ߸において、ʮ京都大学が昭和 �� 年以来ެೝして
͖た京都大学શ学࣏ࣗ会ಉ学会とはҰؔないʯとஅఆしているஂମです。

　　また、このஂମの΄ ʮ͔ಉ学会࠶建४උ会ʯとশして上هの行ҝ等をしているஂମが、本学ߏ内において学内
ルールをແࢹしてڞ用εϖーεをແஅで༗する、֦ث等を使用して大Իྔを発するなどの行ҝを
行っています。

　　これらのஂମは、本学ϗームϖージにおいて、ʮ吉田ೆ 1 ߸ؗの෧について 	2015 年 10 月 28 日）ʯとして
している吉田ೆࡌܝ 1 ߸ؗの෧にؔΘった、ʮશ日本学生࣏ࣗ会૯࿈߹ʯ（த֩ܥશ学࿈）とؔするஂମ
と考えられていますので、これらのஂମならびにそのؔऀの活ಈ等にؔΘらないよう͝ҙͩ͘さい。

（̐）શ学ެೝஂମ݁खଓ （͖学෦ݶΓͷஂମΛআ͘）
　ʮ京都大学学内ஂମنఔʯに͖ͮج、݁ 成、または更৽のਃをします。
　৽نにશ学ެೝஂମとして承ೝを受けるたΊには、طઃでಉ͡ઃஔ的のެೝஂମがないこと、ސ教৬һをஔ
͖ෳの部һがいること等の݅をຬたし、また、ਃ後３年ؒの活ಈ࣮がެೝஂମにしܧଓ的に活ಈしてい
るとೝΊられる必要があります。طにஂମ݁成の承ೝを受けているஂମは、ຖ年̑月 15 日までに更৽をਃする
必要があります。

ௗਓؒ 4IPPUJOH 4UBST
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2 課○ 外活動施設
（̍）՝֎ମ育ࢪઃ
　課֎ମ育ࢪઃのதには、利用がશ学ެೝஂମにݶられているࢪઃあるたΊ、利用にあたっては、学務部ް生課
課֎活ಈֻにい߹Θͤてͩ͘さい。
　また、吉田ೆߏ内のମ育ࢪઃ（˞学生集会ॴをআ͘）については、吉田ೆߏ内ڞ௨事務部ܦཧ課࢈ࢿɾ用ֻ

（T&-ɿ0�5-�5�-6521）にい߹Θͤてͩ͘さい。

❶෦ߏ

άランド（ؒর໌ઃඋઃஔ）

　　ϑィールドϗッέーɾαッカーɾϋンドϘールɾアϝϦカンϑッτϘール
　　ラΫϩεɾ上ٕڝɾエアーライϑルࣹܸɾΰルϑɾΣイτϦϑティンά

τイレɾγϟϫー౩

　　உঁτイレɾஉঁ更ҥࣨɾஉঁγϟϫーࣨ

部ࣨ౩

用ࣨ̍ڞ更ҥࣨ̍ɾ部ࣨ̕ɾࢠঁ　　

ന川εϙーπ会 （ؗ学生߹॓ॴ）మے 2 ֊建　ఆһ �0 ໊

　　॓ധࣨ 6 ࣨɾϛーティンάルームɾτレーχンάルームɾஉঁγϟϫーࣨ

അ　

　　㑤ࣷɾഅɾཧ౩

部部ࣨ౩ 部ߏ内άランド

❷٢ాೆߏ

άランド（内র໌ઃඋઃஔ）

ɾιϑτϘールٿࣜߗɾ४ٿࣜߗ　　

テχείーτ

　　Φムχίーτ � ໘
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学生集会ॴ

　　部ࣨ 1� ࣨɾڞ用ࣨ � ࣨ

❸෦ߏ

૯߹ମ育ؗ

　　ϋンドϘールɾόεέッτϘールɾόレーϘールɾότϛンτンɾٿɾମૢɾॊಓ
๏ɾϘΫγンάɾϑΣンγンάɾόーϕルݓࣉಓɾগྛؾ߹ಓɾۭखಓɾಓɾ߹ډ　　
　　֤छτレーχンά

ϓール

　　50 ϝーτルɾ8 ίーε

部ߨಊ

　　部ߨಊの使用については、学務部ް生課課֎活ಈ （ֻT&-ɿ0�5-�5�-250�）にい߹Θͤてͩ͘さい。

部課֎活ಈ౩

　　部ࣨ �1 ࣨɾڞ用ࣨ 22 ࣨɾڞ用ݿ 21 ࣨɾԻग़しܥ࿅शࣨ 2 ࣨɾڞ用ࣨۀ࡞等 � ࣨ

૯߹ମ育ؗ ϓール

❹ༀ学෦ߏ

όレーίーτ　Ϋレイίーτ̍໘

テχείーτ　Ϋレイίーτ̎໘　Φムχίーτ３໘ࣜߗ

ಓ（ؒর໌ઃඋઃஔ）ٷ

アーνΣϦー

૬
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京都大学ؙӡ༌ػ関ϥάϏʔϑΟʔϧυ（Ӊޒࢢ࣏ϲঙ）

ラάビーάランド（ؒর໌ઃඋઃஔ）

ଟ的άランド（ؒর໌ઃඋઃஔ）

Ӊ࣏学生߹॓ॴ（ 2 ֊建　ఆһ �� ໊）ɾ部ࣨ౩

ࣨډ　　 � ࣨ　更ҥࣨ　γϟϫーࣨ　τレーχンάルーム

ͦͷଞ

ੴࢁఖݿɾϘーτ部߹॓ॴ

　　Ϙーτ部（大市ᦊ谷）

田ఖݿ

　　カψー部（大市田）

大Ϥッτఖݿ

　　Ϥッτ部（大市ڸϲ）

田தεϙーπ会ؗݩ

　　アϝϦカンϑッτϘール部Ϋラブϋε（左京区田த大久อ町）

（̎）ԕִͷ॓ധࢪઃ
❶നւͷՈ
　ೆلനのྟށւ࣮ݧॴ内にあり、ࢪઃのલがす͙ւへとଓいています。ւਫཋはͪΖΜインドαーϑィ
ンに利用で͖、ۙ ͘にはԹઘや໊ޫ؍ॴがた͘さΜあります。

໊　ઃ　ࢪ നւのՈ（平建　ఆһ 2� ໊）

ॴ　在　 和Վݝࢁໂ࿒܊ന町　T&-ɿ0���-�2-20��

交　　　௨ +3 本ઢʮനʯԼं　όεʮྟւʯԼंెาل � 

ਃ　ࠐ　ઌ
学務部ް生課課֎活ಈֻ
˞利用の̍έ月લ͔ら૭ޱで受けけます。（ઌணॱ）
　ॻྨ提ग़は利用の 10 日લまでです。

利 用 ྉ ۚ ແྉ　˞৯事はいておりまͤΜ。֤ ࣗ͝४උͩ͘さい。

։ ઃ 期 ؒ ௨年（॓ധՄ能日についてはް生課課֎活ಈֻ（.BJMɿ8�0LBHBJ!NBJM2�BEN�
LZPUP-V�BD�KQ）へおい߹Θͤͩ͘さい。）

നւのՈ
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ώϡοςݪߴլࢤ❷
　ݝ౦部、上৴ӽ高原国立ެԂ内のࢤլ高原のத৺部࿇にҐஔしており、本学の学生、ଔۀ生、教৬һ等を
は͡Ί、ҰൠのํにҰ年を௨͡て։์されています。ࢪઃのपลは、εΩーはͪΖΜ、ϋイΩンάίーεとして
य़は৽緑、ळはߚ༿をָしΊます。

໊　çઃç　ࢪ լ高原ώュッテ（ࢤ 2 ֊建Լ 1 ֊　ఆһ 28 ໊）

ॴ　ç在ç　 ݝԼ高Ҫࢁ܊ϊ内町大ࣈ平Ժ �1�8-5　T&-ɿ026�-��-2105

交　　　　௨ +3ʮʯ（౦ޱ）Լं　ిమόεࢤլ高原行 ʮ͖࿇ͻΖʯԼं　ెา 15 

༧ɾਃࠐΈ

լ高原ώュッテ　T&-ɿ026�-��-2105ࢤ へ࿈བྷのうえ、॓ധのՄ൱をい߹Θͤて
ͩ͘さい。
༧֬ೝ後、利用の 10 日લまでにॻ （ྨ使用ਃॻɾ使用ऀ໊）を '"9 またはϝー
ルにてް生課課֎活ಈֻに提ग़してͩ͘さい。ৄ は本学ϗームϖージを֬͝ೝͩ͘さࡉ
い。

利 用 ྉ ۚ

ʪՆ期॓ധྉۚʫ　6 月 1 日ʙ 11 月 �0 日
本学の学生　1800 ԁʗ̍ധ　本学教৬һɾҰൠ　�100 ԁʗ̍ധ

ʪౙ期॓ധྉۚʫ　12 月 1 日ʙ 5 月 �1 日
本学の学生　2�00 ԁʗ̍ധ　本学教৬һɾҰൠ　5600 ԁʗ̍ധ

ɾ利用の̍िؒલまでに本学のࢦఆするํ๏によりೲΊてͩ͘さい。

ʪ৯事ྉۚʫ　ே৯ �00 ԁ　༦৯ 1800 ԁ（Ն期ɾౙ期と）
ɾ現でࢧってͩ͘さい。

։ ઃ 期 ؒ ௨年（Ұ部ۀٳ日༗り）

լ高原ώュッテࢤ
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ϲๆώϡος❸
　৽ׁݝӦの大な์のதの、ඪ高 1��0 ϝーτルの高原にありַࢁ部のొࢁ࿅शやַࢁεΩー࿅शのڌ
として利用されています。平成 11 年に建物はશ໘վ築されました。

໊　ઃ　ࢪ ϲๆώュッテ（ � ֊建　ఆһ 20 ໊）

ॴ　在　 ৽ׁົݝ高市大ࣈਿࣈฑ ��01　T&-ɿなし

交　　　௨ +3 ৴ӽ本ઢʮົ高高原ʯԼं　όεʮ京大ώュッテʯԼंす͙

։ ઃ 期 ؒ Նقɿ̎िؒ　ळقɿ10 日ؒ

ਃ　ࠐ　ઌ
。ϲๆώュッテཧӡӦҕһ会におい߹Θͤͩ͘さい
利用の 1 िؒલまでにਃしࠐΜでͩ͘さい。
.BJMɿTBTBHBNJOF�IVUUF�CPPLJOH!HNBJM�DPN

ϲๆώュッテ

3 大○ 学祭等のイベント
ࡇ݄��（̍）
　11 月ࡇはຖ年 11 月Լ०に行Θれる࠷大の学生イϕンτです。学生による日ৗのڀݚ成Ռの発දやߨԋ会、ө
ը、Իָ、展示会、ٖళ等々がΩϟンύε
Ұଳで܁り͛られます。ྫ 年、ଟ͘のҰൠ
市ຽのํが来られます。
　11 月ࡇはࠓ年で 6� ճをえます。
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（̎）՝֎教ཆͷࣄߦ
　学生の教ཆを高Ί๛͔にすることを的として、จԽؔॾ行事を
加してͩ͘さい。これらの行事の案内ࢀ的にۃしていますのでੵࢪ࣮
は ,6-"4I4 。示൘等によって行いますܝ
❶Իָձ

　本学の立ه೦行事として、ຖ年ʮ京都大学立ه೦日（̒月 18
日）ʯલ後に、ஶ໊なԻָՈ等をট͖京都ίンαーτϗールでԻָ会
を࠵しています。
 ָؑձ

　ຖ年 12 月上०、（ެࡒ）ยࢁՈ能ָɾ京อଘஂࡒのྗڠによる
能およびݴڰのؑ会を京都ੈ؍会ؗで࠵しています。

4 課○ 外活動のための物品貸出
　શ学ެೝஂମが日ৗの課֎活ಈを行う際のିग़物として、Լهの物をἧえています。رஂମ
は事લに学務部ް生課課֎活ಈֻまでਃしग़てͩ͘さい。

ିग़物

　　テンτɾصɾύイϓҜࢠɾϋンドϚイΫɾϚイΫηッτɾビデΦϓϩジΣΫターɾビデΦカϝラ
立等٭ɾεΫϦーンɾ҉ນɾドラムίードɾ٭ࡾ　　

5 立○ 看板等の設置について
　課֎活ಈのたΊの立൘等のઃஔについては、P�0 をࢀরしてͩ͘さい。

立ه೦行事Իָ会

能

ݴڰ




